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戦後第二世代と呼ばれる方々や、それ以前の方たちがダンスを踊り伝えてこないと今が成り立たない、

というところを知ることができました。さらに海外の踊りを取り入れたり、それを使って様々な舞踊を

教えてくださる先生方を利用する勢いで自分の道を切り開いてきたダンサーが、世界で活躍し日本のダ

ンスを導いていくのだとしみじみ感じました。 

テレビで「自信のなさは経験の差が物を言う」と言っていました。先生に質問するのも難しいし、相

手にされるのか心配になってしまうことが私にはあります。ですが、今回の動画を見て日女の先生方の

技を見て盗むだけでなく、多くのジャンルを取り入れたりする必要があると思いました。もちろん質問

することが前提です。 

舞踊は、舞踊とひとくくりにするのは難しく、体を使って何かを表すこと全て踊り、と捉えることが

できます。私は表現を磨いていきたいです。 
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私はこの動画を見て、戦前から現代にかけてダンスは社会と確実に結びついていると感じた。それは

ダンスの表現が夢物語を題材にした作品にとどまらず、コミカルに現代風刺する作品へと変化している

と学んだからだ。動画内で取り上げられていた「JCDN」のことも初めて知ったため、より社会と密接

に関わることができる機会に繋がると思った。またダンサー個人が「作家」と言われていることにとて

も驚いた。身体を最大限に使いながら表現するダンサーはひとりの芸術家として扱われるのだと改めて

感じた。それと同時に、表現を極めているからこそ、独自の独特な表現を求めてソロ作品を創り続けて

いくのではないかと考えた。個人のキャリアを積むダンサーがいるということは、表現に終わりはない

のだと改めて感じた。 
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この動画から、私は戦前には考えられなかった舞踊が戦後に生まれて現代の舞踊に影響を与えている、

ということを学びました。系列などは徐々に消滅し、近未来で最先端をいったソロのモダンダンスの作

品や、バレエやオペラから影響を受けた作品、ミュージカルのような作品も生まれたということがわか

りました。身体だけではなく理論派の舞踊家の方は、カートを使用した作品や一枚の絵から作品を作っ

たりなど、ユニークな作品が生まれたということも知ることができました。男性ダンサーが少なくても

それを武器に様々な作品が生まれたことを知り、男女の境界線がなくどんな人でも自由に表現できると

ころに改めてダンスの魅力というものを感じました。これからも現代舞踊で他ジャンルを取り入れ、挑

戦、拡大させていけるような舞踊家に近づけるよう、もっと学んでいきたいと思いました。 
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日本舞踊や舞踏から始まり、日本独自の美術感覚とアメリカ北部やヨーロッパ、フランスなど舞踊界

の中でも強い各国の良さが個人の個性と共に交わっていくのがとても分かり、興味深かった。 

特に、「エーデルワイスのうた」が印象に残っている。1つの木の周りを見上げながら踊ったり、群の

ような構成もとても面白く、一本で見たいのでDVDか何か探そうと思った。 



モダンダンスのソロダンサーは一人一人に色があって、歩く走るなど日常生活からヒントを得たり、

心のままに踊ったり、表現が自由で見ていてとても面白かった。よければもっと見たいので、何か探そ

うと思った。よければもっと見たいので、どこで資料が得られるのか、何で見れるのか等を教えていた

だきたいです 。 

 

5 

今回現代舞踊の流れについての動画を見て、ただ生活からヒントを得て作品にしているのか、面白く

見飽きない作品を作るのは空間を大事にすることだと思いました。どこでも空間は求められますが、そ

の使い方が大人数か少人数かで変わることを感じました。また歴史の中で多く活躍してきている方々は、

違う別ジャンルでもやりこなしていることが素晴らしいなと思いました。踊りだけではなく表現から磨

かれている姿が拝見できたことも含めて、動画の冒頭で髙瀬さんがおっしゃっていた「現代アート」と

いう言葉が印象に残っています。人の心を動かす踊りは平面的なものではなくて、数々の方の作品のよ

うに立体的で常に何か新しいものが入っているのが興味を持てると思いました。創作する機会も増える

と思うので、ソロならソロで強調した部分をうまく見せられるようにしていきたいです。 
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現代の自由で個性が求められるダンスになるまでにこれだけの変化があったことに驚いた。流れを見

ている中で、特別なものとして扱われてきたダンスが、日常的なものへと変化しているように思えた。

特にダンスに積極的に演劇が取り入れられるようになったり、より日常の人間らしさが表現されるよう

になっていて面白いと思った。動画の中で一枚の絵画から作品を作り出すダンサーの方が一番印象に残

っている。芸術と芸術の組み合わせでどちらも表現するものが混じり合って完成する作品は、本当に意

味の深いものが出来上がると思う。是非直接見てそういう作品を体験してみたいと思った。現代の多様

で自由なダンスがあるのは多くのダンサーの方々が自分の個性を貫き、ジャンルを崩したり新しいもの

と組み合わせてみたりとダンスを追求してくださったからだと改めて思った。 
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私は大学に入学して表現運動学の授業を受けるまで、ダンスがどうやって発展してきたのかなど全く

知らなかったし、授業がなかったら一生知らずに踊っていたと思います。ですが、今回動画を見て、今

は多くの人にダンスというものを知ってもらえているし、たくさんの情報が調べれば出てくるけど、こ

うなるまでにはたくさんの人が海外でダンスを学び、日本で広めてくれたと考えると、知らずに踊って

いたことがなぜかすごくもったいなかったなと感じたし、歴史を知れて良かったなと思いました。他に

日女の先生も出てきて、今とても素晴らしい環境で学ばせてもらえているんだなと感じたので、絶対に

無駄にせず一つ一つの言葉すべてをキャッチして理解して、卒業するまでに今の自分よりさらに成長で

きるように努力していきたいです。 
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私の主ジャンルはチアダンスなので、他のジャンルにはほとんど触れて来てなかったため、踊りや歴

史など何も知りませんでしたが、今回の動画を見て一番印象に残った人物は、髙瀬多佳子さんです。髙



瀬さんはソリストとして活躍していて、76年音楽新聞新人ベストテンに入っていたり、78年東京新聞全

国舞踊コンクール洋舞第1部第一位など多くの賞を受賞されていました。またコレオグラフショーケー

スに選ばれ、ニューヨークで年1回ずつ発表するなど海外でも活躍されていて素晴らしいなと思いまし

た。私も海外で活躍するダンサーを目指しているので、髙瀬多佳子さんのようなスーパーダンサーにな

れるように踊りだけではなく、人としても沢山学んでいきたいです。 
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私が動画から学んだことは、ダンスは個性によって進化してきたということである。70年代以降、北

米や中部ヨーロッパを中心にキャリアを積んだ日本人舞踊家は皆、ダンスに個性を出していた。古典的

なダンスから一歩抜け出し、独自の世界観を作り上げた人のダンスは注目されることを動画を通して学

んだ。例えば演劇要素を加えることで話題性を見出し、特徴づけていた。このような作品を鑑賞して私

が感じたことは、他人と違う「自分らしさ」をダンスに取り入れることが大切であるということだ。 

ダンスの歴史のステレオタイプにとらわれず、新しい道を開いていく舞踊家の名前は残っていくとい

うことを改めて感じ、私も創作をする際は人と違うことをしたい、と強く考えた。自分にしか創れない

ダンスを創るということは簡単ではない。しかし、その苦難があってこそのダンスの進化なのだと感じ

た。 
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このDVDから、ダンスを創作する上で重要になることを学んだ。創作では個人単位での発想力、技術

力が必要になる。これらを鍛えるために優れたダンサーたちは皆、留学して自身を成長させている。留

学前と後ではどのように変わるのかはDVDにはないが、おそらく文化の違いや体格の違いなどから価

値観が大きく変わり、柔軟な発想や身体になったのではないかと感じた。中でも踊り手を生かし、構成

などにおいても演出力のある踊りに圧倒された。またこのDVDで最も考えさせられたのは、「ジェンダ

ー」についてだ。なぜ男性ダンサーは少ないのか、少ないがバレエなどはいなくなることがないのはな

ぜか。 私なりにそれは男性が必要であるから、と考えた。だがそうすると曲線的な女性の美しさをうま

く表現していた男性はどういった役割や位置づけであるのか、とても興味深いところである。 

 

11 

現代舞踊の歴史について、ここまで深く知る機会は今までなく、また私がお世話になっている先生も

紹介されていて、とても興味を持って見ることができました。海外でキャリアを積んだ先生方の場面で、

「新しい何かをしよう」という言葉があったのが印象に残っています。いつの時代でもそういった心が

あったからこそ、組立や構成の劇的なものを創られた戦中生まれの女性舞踊家がいたり、身体運動の効

果だけを目指した戦後生まれのダンサーがいるのだと感じました。 

戦前では考えられないほどの技術・対象領域の広がり、内容の多次元化が戦後独自のものとして取り

上げられていましたが、今を生きる私たちが、過去の舞踊家がつくった歴史を超えて発展させていくべ

きではないかと感じ、舞踊に向き合っていきたいと思いました。 
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動画から学んだことは、年代が変わるにつれて様々なダンス技術が加わり進化していることが一番に

わかりました。ダンスだけではなく、音楽や舞台技術も進化していることもわかりました。全部の作品

を鑑賞して、モノや照明をいかしている作品にとても魅力を感じました。特に葉桐次裕さんの「仮面M

ASK ―闇を蹴る―」という作品が印象に残りました。映像は少ししか流れませんでしたが、その数秒

でもスケールの大きさや迫力が伝わってきました。 

動画を鑑賞し終わった後、私はまだまだダンスの世界について知れていないと実感しました。これか

らも進化していく中で自分自身がどのようにダンスで伝えていくのか、とても考えさせられました。知

っている先生方もいて、改めて偉大な方に教えていただいていると感謝の気持ちでいっぱいになりまし

た。 

 

13 

戦後には様々な舞踊家たちが活躍し、それぞれの個性や才能を活かした作品を数々とつくり上げてい

た。特に萩谷京子さんのユニークな作品はとても印象に残った。そして舞踊におけるジェンダー間の比

率についても、男性が男性らしさを出しつつも魅力的で印象的な作品を数多く生み出していた。これは

今も昔も変わっていないと思う 。石淵先生がそんなにすごい方だとは知らなかったので、素晴らしい先

生に教えていただけることに感謝して授業を受けたいと思った。戦後の舞踊には戦前には考えられなか

った技術や対象領域を認めざるを得ない。その根源には内容の多次元化や他ジャンルへの取り組み、拡

大、挑戦などが挙げられる。この先も止まることなく舞踊の世界が広がり、変化していく未来がとても

楽しみに思えた。私ももっと舞踊の歴史について勉強してみようと思った。 

 

14 

どの作品も個性的で表情もすごく、身体を大きく使って踊っていたので、何をイメージして踊っている

のかがよくわかりました。戦後生まれの筆頭の野坂公夫は、豊かな創造性を発揮しておりワシントンD

Cでいくつか公演を持っていました。また戦後生まれとして最も優れた中核的な作品を発表し続けてい

ました。映像だけでも鳥肌が立つくらい迫力があって素晴らしいと感じました。「鶴女」や「赤い靴」

などの一連の代表作は、全てミュージカル的色彩の強いストーリーが全編を支配し、そのドラマを運ん

でいると言われています。 

戦後の舞踊は戦前には考えられなかった技術、および対象領域の広がりがあり驚きました。日本の現

代舞踊は今後も進化していく、と私はこの動画を見て思いました。 

 

15 

動画を見て、海外に行ってダンスを学んだ舞踊家が多いと思った。最初の頃はダンスのテクニックを

重視した作品だったが、だんだんと現在に近づくにつれて演劇性や衣装・道具にこだわった作品が流行

したことを学んだ。またソロ作品でも圧倒的に存在感を残していたり、面白い身体の使い方を取り入れ

ていて、一人でも舞台を自分の色に染めていく力をすごいと思ったし、自分もそんなダンサーになりた

いと改めて思った。独自性やメッセージ性のある作品を創作できるように今後も授業に励みたいと思う。

演劇性を求めすぎて作品にダンスの技術が低下したと言っている人もいたので、一人一人のダンススキ



ルがちゃんとあるからこそ作品は成り立つと思ったので、技術を高めることも作品を創作する力も両方

欠けることなく備えていきたいと思いました。  

 

16 

改めてダンスはとても深くて広いものだと感じました。戦前と戦後で種類が全く違い、こうして変化・

進化をしてきたんだと学ぶことが出来ました。ダンスをただ楽しいからやるのではなく、どうしたら伝

わるのかも今まで以上に考えながら踊りたいと、今回の動画を見て思いました。ダンスの歴史を繋いで

くださった方が、ダンスを変えながら伝え続けてくれたことに感謝して、その気持ちを一生忘れずにい

ようと思います。ダンスは奥が深くて本当に難しいものだと思いました。今後さらにたくさんのものに

触れて少しずつでも理解していけたらなと思います。私自身踊る立場にいるからこそ、もっと知りたい

し、学んで成長したいと思いました。たくさんの方が繋いできた伝統を守りつつ、広めていけるように

頑張ろうと改めて思うことができました。 

 

17 

加藤みや子さんの名前があがった時に、以前観に行った公演「帰点」が頭に浮かんだ。この中で、金

属などを使って視覚・聴覚を結び付ける作品を制作している金沢健一さんとのコラボがあった。これは

まさに、ダンスと他ジャンルの融合である。鉄の机にボールを落とすことで奏でられる音は同じものは

なく、それに同じて即興的な身体の動きも同じものはなく、良い意味で生々しさを感じた。ダンスに芸

術性が求められる今、ダンスだけではなく美術、音楽、照明など様々なジャンルにも目を向けて感性を

養っていく必要があると感じた。踊りという視覚的なところだけではなく、聴覚、触覚などすべての感

覚に訴えかけるような作品づくりができるように、日頃の小さなことにも注意を払うことで感覚を磨い

ていきたいと思った。 

 

18 

戦後の現代舞踊は身体技術だけではなく、演技に目を向けて作品を創ったり、群舞やソロの特性をい

かしたり、他ジャンル、モノを使う作品であったり、様々な方向へと踏み出し始めたきっかけのような

時代と感じた。改めて身体の構造を研究した方もいたりすることでたくさんの可能性が生まれたことも

表れている。私のずっと習っているモダンバレエの先生が元々平多正於先生の所にいらしたので、この

動画に平多利江先生、平多実千子先生の名前が出てきて興味が湧いた。 しかし踊っている姿を見たこと

がなかったので、すごく良い機会だった。一人一人の踊りを見てそれぞれの個性に力強さや滑らかさが

確立しているのを感じた。私も自分らしい踊り方を見つけたいと思っていたので、さすがだなと思った。 

踊りは研究することがとても大切で、さらに他のダンサーの良いところを吸収することも重要だと分

かった。 

 

19 

多くの日本のダンサーさん達が海外で活躍されて当時の社会や若者に影響を与えており、1970年代以

降は個人の発表や技法が重要視されていった。戦後生まれの舞踊家は、バレエや感情を入れる作品が多

く圧倒された。自分の表現したいことを独自の感性で表現したい時はソロで、ストーリー性を持たせて



表現したいときは衣装や舞台を工夫して演劇要素を足して作品を完成させていた。また、高い構成力を

持っている舞踊家が一枚の絵から想像を膨らませてダンス作品を創作していて、自分にはできないが絵

が伝えたいことも自分が表現したいことも伝えられる作品を創れるのがすごいなと思った。先日、初め

て歌舞伎を観劇して、女形の人は本当に綺麗だったし、足に力を入れて床を鳴らしたり、動きで客を笑

わせていて面白かった。私もダンス芸術の未来像を作る一員になれるよう頑張る。 

 

20 

幼少期から親が演劇やミュージカルをやっていて、私も少しやってたり、小さい頃からたくさん見て

たのでダンスや演劇の劇的構成を得意とする作家たちの所からダンサーが引き継いだ演劇性の項目が印

象的でした。私は高校生の頃、近藤良平先生が主催の「ハンドルズ」という障害者チームの方と、ダン

ス部として2度舞台に出演する機会がありました。私は現代舞踊をそこまで身近に見たことがなく、近藤

先生をはじめとして舞台をつくり上げてるにつれて、現代舞踊って面白いと感じました。近藤先生の振

りは演劇も取り入れた素晴らしい演出で、とても勉強になりました。ダンスは言葉を使わない表現とし

て全世界共通で伝えることができる素晴らしいものだと感じました。動画の流れが早く進みすぎてよく

わからなかったけれど、面白かったです。日本の現代舞踊はまだまだ奥が深いなと思いました。  

 

21 

バレエや日本舞踊などの専門的な芸術的ダンスから自由な表現を含む発展した舞踊が多く見られるよ

うになったと学んだが、その基盤にあるのが戦後世代の舞踊であると思った。 

特に印象に残ったのは黒沢美香「桃の園」である。ラケットを持って踊る姿は今まで見たことのない

衝撃を覚えた。バレエのようなジャンルでは決して合わさることのないスポーツ用品と舞踊が一体とな

った姿は常識的ではない表現に思えた。また、柳下規夫の「波上場」や「サロメ」は曲線的な身体の使

い方、角度の付け方等が女性の踊りとしか思えず男女のダンス概念を覆す作品に感じた。 

舞台の内容やコンセプトがユニークで個性的であり、唯一無二という印象が強かった。世界のアーテ

ィストが交流する他国へ渡ることも縛られずに可能性を見い出す舞踊を創り出したきっかけであると思

った。 

 

22 

日本の舞踏は舞うという言葉が入っている通リダンスに近いものを感じた。海外のコンテンポラリー

ダンスと比較しても演出の仕方や間の使い方などに若干の差はあっても似ている部分が多いと思った。

高校の大会などで狐や仮面を使うような作品は多くあったが、90年代の時点でたくさんのものが作品に

なっていたので、もっと今だからこそできる新しいものを作品を創る時は意識しなくてはならないと思

った。最近では映像技術などが発展してきているため、演出として映像を使う公演などを見かけるが、

動画の内では大がかりな舞台道具などを使っている作品が多くあり、作られた時代によって演出までも

が変化していくのがダンスの面白いところだと思う。 これからはさらに多様なジャンルの中で新しい

ものを模索していかなくてはならない為自分もダンスを創る時は発想を豊かにしたい。 

 

 



23 

最初に岩淵先生が出てきてとても驚き、こんな方に私達は教えて貰えているんだと思った。戦後は、

演劇要素が強い作品やその人にしか表せられない様な独自の踊りがすごく評価されるようになったと感

じた。動画内で、演劇性のある作品に影響されて、すばらしい作品が作れたが、その人の特徴が薄くな

ってしまったという話があった。良い事に影響されるのは良いが、個性も忘れないようにしようと思っ

た。男性ダンサーが女性の様に曲線的な踊りを追求するように戦後頃からなっていたことを初めて知っ

た。ダンサーの中だと女性の割合が多かったので自然とそういう風に変わっていったのかなと思った。 

戦後からは外国との関わりも増えたことによって、多様な考え方をするようになったと思った。そこ

から私も、未知な事にもっと挑戦していきたいと思った。 

 

24 

今回の動画から現代舞踊が形成される流れを学び、その中で「ダンスはマイノリティーで密室である

ほど興味深い」という言葉が印象に残った。バレエ、モダン、コンテンポラリーといったそれぞれ自立

したカテゴリーがあるなかで、あえて自らソロで活動したり様々なジャンルを取り入れて創作したりす

ることは、私には出来る自信がない。これを先頭を切って活動していった方々がいることで現代の舞踊

が形成されていき、私達も様々なことに挑戰しやすくなっているのだと考えた。また、ジェンダーの面

で男性ダンサーが少なくても「少ないからこそ個性発揮できる」というようにマイナスを活かしていく

という考え方が素敵だと思った。今まで私は様々なことにおいても流れに沿って活動してきた。しかし

それだけでは発展せずに終わってしまうので少しそれを試すことも大切だと考えた。 

 

25 

率直に思った事は、自分の表現したいことを自分の体で伝えることは、どの時代も変わらないんだな

と思いました。動画の作品も、伝統を大切にしたいのか、タイトル通りの物語りの流れなのかによって

踊り方がそれぞれ違って面白かったです。また、同じ踊りを繰り返しても一部を変えていきながら踊っ

ているので、飽きさせない見せ方で沢山学ばせてもらいました。昔では考えられなかった舞踊のジャン

ルやスタイルは、動画で挙げられた方々のおかげで新たな道が開いたと思うと、私達の世代もまだまだ

新たな可能性を秘めているのかなと感じました。どの作品も、私の頭の中では想像できない世界が広が

っていてセンスカが凄いなと思いました。さらに、空間把握、舞台の使い方まで魅力的でした。 

 

26 

戦後生まれ及び戦中生まれの舞踊家たちはどことなく動きや構成の中に決まった「型」が存在してい

ると感じた。モダンダンスといえばなめらかで繊細な雰囲気や元々ある物語と身体で表現するような固

定概念があるように思える。それらも1つの味ではあるが、何にも囚われない戦後の舞踊が私は好きだ。 

戦後の技術や世界観、他ジャンルを組みこんだ構成によって舞踊の幅がより広がり、世間の認知も高

まる。舞踊は作品を作り、観客に見てもらうことで成り立つ。他ジャンルを取りこむことでその他ジャ

ンルに興味を持っている人々や専門家が舞踊を見るようになる。このように、舞踊が世間に浸透するの

は戦後の舞踊であると考えられる。そして、自由で独創的な世界観を作り上げることが重要だと強く感

じた。 



27 

日本のみならず海外という経験を積んだことで、今までの型を破り新しい自分の世界観を作ることが

できるようになり、様々な経験を得た舞踊家達により色々な作品の創り方が産み出された。このことか

ら戦前には考えられなかった技術、対象領域の広がりを認めざるを得ない事やモダンとバレエの表現の

違いはメソッドの相違を意味していたが、現在では内容の再現化や他ジャンルの取り入れに重きを置き、

それへの挑戦・拡大という形をとったことでメソッドに捉われずに自分を表現することが出来るように

なった変化があると感じました。また、変化し続けるダンスの世界は未だに未知の世界であり、これか

らの可能性に満ちている。そして、そのダンスの未来をつくるのは今のダンサー達であり自分自身がそ

の一人に当てはまるということを考えなくてはいけないと感じました。 

 

28 

 この動画を見て一番私は個性について考えました。７０年以降から系列・同門が自然に消滅し、個人

の発想と技法が重視されてきていて、モダンアートなど人を惹き付けることができるような個性的な踊

りになっていた。歩き・走り・倒れにクラシックバレエの要素を入れていたのはとてもおもしろかった

です。今後踊る人達を引っ張っていく人材になるには、可能性という名の未知の秘境との事でしたが、

今回学んだマイノリティなどの言葉を勉強していきたいと思いました。沢山の踊っている動画を見る中

で私は「ボレロ」がおもしろいと思いました。バレエでもあって好きでよく見ていたのですが、また違

ったおもしろさがあってよかったです。個性を出すのが苦手なので今回の動画を見てまた新しく学んで

いこうと思いました。 

 

29 

海外に渡って舞踊を学びその技術を日本のダンサーに広めていくことにより幅広いダンスのニュアン

スを手にすることができる。しかし日本の舞踊家はそうしたテクニックはありつつも日本人らしい劇的

構成や演出等の知的センスを武器とし海外にも負けない作品を創り出していることに衝撃を受けた。現

代舞踊でもバレエの基礎を取り入れることでもっと大きく身体を使い自ら表現したい意志を伝える。私

も今自分が伝えたいテーマをソロなのか群舞なのか定め、テクニックに加え個性的な表現や構成で他に

はない自分らしい踊りを模索していきたいと思う。また、今までにない新たな挑戦をしつつも、現在活

躍されている舞踊家からも良い部分を盗み日本の舞踊の歴史と動きを後世にも残していきたいと考えた。 

 

30 

私は普段ストリートばかり踊っているのでモダンダンスにあまりなじみがなかったのですがダンサー

さん方１人１人の製造がとても興味深かったです。１つ１つの作品をフルで見たいなと感じる程、どの

映像にも独創性があり印象に残りました。一歩間違えたら暴れているだけとかになりかねないのに動き

や構成にしっかり計算があって、その考えつくされた作品だから、短い映像でもインパクトが残るのだ

と感じました。また、１つのジャンルの中でも作風が真逆な人達がいてやはりダンスの創作の幅は無限

大なのだと感じました。戦後からずっと創作している人が沢山いてダンスはいつでもどんな時でも発展

し続けているのだと思いました。私もアメリカに行きたいです。いろんな人がアメリカに渡米していて

私も違う国のダンスを感じたいのでうらやましいです。 



31 

ダンスの中心はなんとなくアメリカだと思っていたけれど、動画を見てアメリカ北欧と中部ヨーロッ

パであるということが分かりました。また、モダンダンスのソロ作品において群舞作品よりも、ダンサ

ーが創り出す作品の世界観を強く感じました。動画内でソロ作品は己の道の開拓と示されていたが、私

が一から行ったソロ作品でも同じようなことを感じダンスにおける自分の可能性を知る機会だったこと

を思い出しました。舞踊における構成や技法などは時代と共に変化するのに対し、男女比率は依然とし

て変わらないのは舞踊界の一つの課題であると思いました。さらに、動画内に２人の先生方がいて、海

外での経験を積んでこられた先生方の授業を実際に受けることができていることに驚き、これからの授

業がさらに楽しみになりました。 

 

32 

 まず、岩淵先生と松山先生が動画に出てこられて驚きました。先生方のことをあまり知らず、キャリ

アに関しても聞いたことがなかったので、キャリアや実力が本当に凄い素晴らしい先生方から学べてい

ることを知って、改めて、貴重な学びを得ていることを実感し、幸せな環境だと思いました。 

 また、現代舞踊に関してもあまり知らなかったのですが、誰かの枠や型におさまらない自由な表現だ

からこそ、革命的な舞踊であり、自由な分だけ創作が難しいジャンルだと思いました。作者の脳内を表

したような不思議な舞台ばかりで、その評価基準も多様で、現代舞踊における凄さとはどこにあるのか、

とても興味深くなりました。海外に行く舞踊家が多いのは、個性が尊重され自由な表現をしやすく、海

外の方が、ユーモアや新しさを好み、受け入れる社会だからだと思いました。 

 

33 

日本の現代舞踊の発展にあたりアメリカのポスト・モダンダンスや中部ヨーロッパのヌーベルダンス・

舞踏の存在が深く関係していたことが分かる。数多くの舞踊家が海外でダンスを学び、日本で独自に開

拓されてきた背景はクラシックバレエとの大きな違いだと思う。映像の舞踊家の方々は一人ひとりが個

性的で独自の世界観を持っていました。ドラマ要素があるもの、構成力があるもの、身体に特化したも

の、他のジャンルとのコラボなど戦前には無い挑戦があったことが感じられる。新しいものを築くため

の舞踊家のエネルギーは凄まじく、時に刺激し合っていたのではないかと考えられる。先人たちが残し

てくれた作品は唯一無二で、もっと見たいと思った。今までの発展があって、今私が学んでいると思う

と感慨深い。私自身もこの中で学べることがとても嬉しく思った。 

 

34 

 まず、海外に渡り学んだダンスを日本で教える者がいなければ私たちは今多くのジャンルのダンスを

学べていなかったんだなと思った。現代に至るまで多くのダンサーの手によりダンスは発展し新たな舞

踊を生み出してきた。独自の発想とストーリー、音楽、ジェンダーなどに目を付け素晴らしい作品が次々

と出来ていた。もし、私がこの時代にいたらと考えると恐ろしいなと思ってしまう。このようなダンサ

ーのような先駆者になれていたのかと考えると今の自分では無理だと思う。今まであったダンスから崩

していき独自のカラーでやっていこうと考えていたのがすごい。私もこの方達のようになるには、失敗



は恐れずに転んでも立ち上がる勇気がなければ立派なダンサーになれないと気付かされた。このダンス

の発展を止めないよう私達が成長し、新たな時代への一歩に貢献できたらと考える。 

 

35 

今回の動画を見て、現代に近づくにつれて、表現方法が豊かになっていくと感じた。ただ「踊る」だ

けでなく、自身の感情を全身で激しく表現したりすることで、「身体で感情を伝える」というダンスへ

と変化していると感じた。私は形が決まっていない、ルールがないダンスにとても興味をもっている。

現在は形が決まっていない、ルールがないダンスというのは比較的多いが、 「戦後の舞踊」のところで

紹介されていたように他ジャンルをとり入れたり、様々なことに挑戦、拡大していくことで現在のよう

な自由で個性的なダンスのあり方になっていったのだと考えた。私は「人に希望を与えられるダンサー」

になりたいと考える。ダンスは言葉、声で伝えられない分、見ている人と「心」でつながっていると考

える。これから、私は、動画のダンサー達に習い、「心」を大切に踊っていきたい。 

 

36 

私は、日本女子体育大学に入学する前から、ダンスの歴史に興味を持ちました。その中でも、自分が

生まれていない頃に活躍された方々にさらに興味を持ちました。特に、劇的構成が得意なドラマ派の作

家の方々は、その人独特の世界観が面白かったです。中村しんじさんの作品は、一見ダンスとして見る

ものなのかと思うぐらい不思議な感覚になりました。でも、その不思議な世界観には、ダンスの原点と

なるような動きが沢山入っており、自分自身がダンスを学ぶ過程で、共感できる部分がありました。そ

して、非協会ダンサーによるセミナー開催や、NPO組織や私的なダンス活動での身分や所属に関わらな

い自由参加というものに惹かれました。これからは、健常者だけでなく障害がある人にもダンスを身近

に感じられる環境づくりが大切だと考えているので、とても魅力的だと思いました。 

 

37 

一言で現代舞踊と言っても、系列や更には個人間でも作品の特色が大きく異なり、特に海外で新たな

物に触れた後には大衆的なムーブメントよりもマイノリティ要素の大きい作風やムーブメントを深掘り

する傾向にあるのだと思った。又、劇的構成を得意とするダンサーは皆他ジャンルとの交流が盛んで、

他にない様な独創的な作品を創るにはそういう事も重要なのだと感じた。舞踊における男性ダンサーの

希少性については、ジェンダーの平等性が重視される社会の中で、ダンス界も男女の差異があえて重視

されなくなったり、ジェンダーをテーマにした作品も増えてきていると思う為、ダンスは女性メインの

ものという風潮を捨て、男女の比率を等しくする必要があると思った。 

 

38 

私は中高と部活に力を入れていたのでダンスの世界について知ることもなく過ごしてきました。です

が、この動画をみて現代舞踊がどのようにして今に至るのかを知ることができました。動画に載ってい

たすべての作品に画面越しでもわかる独特な世界観があり実際に劇場に行って観てみたいと思いました。

その中でも中村しんじさんの「ありす」という作品は長いみつあみを作って表現したり、画面に吸い込

まれるような世界観があり一番印象に残りました。今、日本女子体育大学に通ってダンスについて学ぶ



ことができるのも動画に載っていたダンサーさんだけでなく、日本中のダンサーさんがいろいろな研究

をして素晴らしい作品を残し、ダンスの歴史を作ってくださったからだと思うので、感謝の気持ちを忘

れず、新たにダンスの歴史の1ページを刻めるよう努めます。 

 

39 

代表的な舞踊家をみつつ、多様なダンスの発祥の歴史を学ぶことができた。映像全体を通して、非常

にダンスの個性の重要性を感じた。先代の教えを引き継ぎつつ、そこに自身の個性を生み出し創出する

こと。それを様々なダンサーが行ってきたからこそ、多様なダンスの在り方や視野、表現方法等が生ま

れたと共に、そういったことこそが現在に至るまでも目まぐるしくダンスが発展することができている

要因に繋がっているのではないかと考えた。そういった中で、ダンスを専門とする大学の学科に進学し

た私たちこそが、今までの流れを引き継ぎ、各々が個人の創出を行い、新たなダンスの開拓に貢献する

立場にあると思った。私自身、先代ダンサーの舞踊を学びつつ、自己の個性の追究を行いたいと感じる。

そして、大学生活やその先にかけて、少しでもダンスの発展に貢献したいと思った。 

 

40 

 新型コロナウイルスが流行しだしてから、舞台を観に行く機会や芸術を自分の肌で直接感じることの

できる機会が途端に減ってしまいました。そして、動画の冒頭にあったようなキャリアアップのために

海外へ行くことを諦めてしまった人も大勢いるのではないかと思います。今の現代舞踊の踊り方や表現

の幅がどんどん広がっていっているのも、この動画に出演されていたような舞踊家の方々が作り上げて

くださったものが今に繋がっているのだと思いました。昔の現代舞踊の作品を少しだけ見ることができ

て貴重だったし、ダンス学科で学ぶようになってから自分の身体で表現することの難しさをより痛感し

たので、この動画の最後に写真が出てきた私のスタジオの先生のすごさを実感しました。私もこのよう

な舞踊家の方々をお手本に沢山の舞台を経験し、次の世代へ繋げていきたいです。 

 

41 

髙瀬多佳子や佐々木満などを始めとする世界のアーティストが交流するNYに身を置いて活躍したダ

ンサーたちは、日本の舞踊界の進人となった人たちだということが分かった。モダンやバレエなど表現

者は今も昔も女性が多いというイメージは変わらないが、古橋悌二のように今まではルール違反と捉え

られかねない発想でダンスを作る飛び抜けた才能を持つ舞踊家が男女関わらず今の時代に必要だと考え

る。なぜなら、ジェンダーレス問題や少子高齢化問題を抱える日本にとって、そのような舞踊家が作品

を通して社会に訴えかけ、問題解決の糸口をダンスと共に見出せれば、ダンスと現代社会とのつながり

をより深いものにすることができると思う。 その先頭に立つべきなのがダンスを専門的に学んでいる

私たちではないかと思う。ダンスの歴史に刻まれるような色濃い挑戦をしていきたい。 

 

42 

今回の動画を閲覧し、学んだことは日本現代舞踊も歴史とともに進化していることである。戦後にな

ると、系列や同門も消えていき、モダンやバレエだけにとどまらず、色々な方向に転換していったこと

を知った。留学などを経て海外で学んだことを取り入れて自分のものにしていったダンサーが多いと思



った。ダンスにミュージカル要素を取り入れたり、新しい演劇性として伊藤多恵さんの身体運動の効果

を特徴としてダンスだったり、一つのジャンルにこだわらず、色々な要素を取り入れたからこそ、ダン

スは広がり、日本現代舞踊も進化して行ったのではないかと考えた。昔にはなかったJCDNの会員自由

参加制だったり、インターネットで気軽に連絡をとれるようになったため、まだまだ進化していきそう

だと考えた。 

 

43 

戦後、外国にとどまって系列、同門で分かれて学ぶ。モダンダンスにおいて、はじめは先生につくが

自分で道を開いていく人が多い。これによりソロダンスが生まれたと考える。時代が進むとドラマ性と

独創性、風刺、現代の目線をダンスに加えることで演劇的構成を持ったダンスが生まれた。男性ダンサ

ーの希少性があるが個性を出し、重宝されている。柳下規夫さんの身体は曲線的で女性的といえる。女

性のようにしなやかに動き、オーラのようなツヤが見える。関西を基盤とするJCDNはネットで自由参

加できるので一般人とダンスの距離が近くて良いなと思いました 戦前のバレエとモダンの違いはテク

ニックやレパートリーだったが、戦後は多ジャンルの踊りや美術要素も取り入れ、新しい舞踊を作って

いた。 

 

44 

動画から、現在の舞踊による広い表現や多様な世界観はモダンダンスやバレエを軸とした戦後のテク

ニック重視の表現から始まり、多くの人の発想や専門とする分野、表現が交差し、そこにジェンダー等

の社会的な価値観など沢山のものが絡まり混ざり合った結果であると改めて感じた。時代が進むにつれ

て、技術の向上は勿論のこと、表現の対象やテーマ性、構成の組み立て方や他ジャンルとのコラボ等、

舞踊と社会との絡み合いが根深くなっていることで、それに伴い教育にもダンスを取り入れようとする

動きが活発化しているように思え、舞踊の社会との繋がりやその価値が高まっていることを嬉しく感じ

た。表現の世界はそれを好む者が独自の世界観の中で内々に発達させているように思っていたが、そう

ではなく逆に現在の舞踊表現界はまさに社会の変化、多様化の産物であるとわかった。 

 

45 

今回の動画を通して日本現代舞踊の歴史や変化を知ることができた。想像以上に一つ一つの舞台がユ

ニークで、振付者の個性がにじみ出てくるものだった。動画を見て、構成や美術を学ぶことと同時に、

今と少し違うと思うところがあった。それは、見ている人の求めるものが変化していることだ。SNSも

発展し現代は舞台に共感というものを求めている気がした。振付者の個性を爆発させるというよりは見

ている人の感動を誘うような演出が今は増えていると感じる。舞踊というよりはダンスが身近に存在す

るようになり、わかりやすい演出に変化したのではないか。今回の動画を通して、ジェンダーや社会を

表す作品を作る時期というのはその時代が求めているから。見る人が求める作品が変わることで、現代

舞踊もどんどん変化して行くのではないかと感じた。 
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私が動画から学んだことは、どの世代のどの舞踊においても「社会」との結びつきが強いということ

です。他ジャンルを数々取り入れ内容の多次元化が進む中でもダンスと社会は強く結びつき「現代社会」

や「現代の視点」を身体で表現してきたことがとても印象に残りました。このことから、現在世界で起

きている戦争をダンスで表現し何かを変えることはできないかと考えました。「社会」を身体で表現し

進化し続けてきたダンスだからこそ、人々に作品を通して方向性を示すだけでなく問いかけ、人々に考

えさせるような表現ができると思います。世界共通のダンスは人々の心を動かし、共有出来るものだと

感じたのでダンスが人々や世界を変える素晴らしい表現方法になったらいいなと思いました。 

 

47 

「日本現代舞踊の流れ第六巻」という動画を見て、改めてダンスというものは奥深いものだと強く感

じた。 

戦前では、テクニック、表現メソッドの総意を意味していた発想だったが、戦後からは内容の多次元

化や舞踊外の他のジャンルの取り入れへと変化していったという過程を目で確認する機会がありとても

嬉しいと感じた。戦後の作品が特に印象に残っていて、宗教と関連づけたり、歌舞伎やミュージカルな

どともまた関連づけたりしており、ダンスの幅は無限大だなと感じた。実際に、自分もピエロになり作

品を踊らせていただいたこともあったため、動画のような現代舞踊の流れがあったからこそなんだと身

をもって感じることができた。 

ご縁があり、日女でダンスを学ぶことができているのでもっと奥深く学んでいきたい。 
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 今回の動画を見て、振り付けの内容や演じ方に大きな変化があることを学んだ。初めは個性を生かし

たソロ作品から複数でのトータルアートへの変化。そして、ダンスという枠を超えて演劇的な要素が加

わり、表情の付き方や衣装の変化。時代の変化と共に、インターネットの普及から活動がより広い世界

へと広がった。様々な視点でダンスを見ることで同じモダンダンスというジャンルでも多様に変化して

おり、大変興味深いと感じた。 

 私が生まれる以前に、このような変化を繰り返しているのだから、私がこれから生きてダンスに関わ

っていく中でどれだけ変化していくのか、とても楽しみである。ぜひ自分も変化の渦中に加わり、今後

のダンスの変化を自分自身で体験したい。 
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この映像を見て、私は現代舞踊はそれぞれの個性を体で表現することができ、一つとして同じものが

ないと思った。今まで多くの現代舞踊家が新しいことをするために海外に行ってレッスンを受け、キャ

リアを積んだ。そして留学して得た知識や技術を使い、自分の表現したいことを作品にして行った。今

の時代、性別やジャンルを超えた新しい斬新な作品がどんどん増えてきた。昔の人も今の人も、新しい

ものを生み出すことにチャレンジし続けているから興味深く面白い作品が沢山制作されていくんだと思

う。日本女子体育大学からも素晴らしいダンサーが輩出されていて、私はそこに通えていることがとて



も嬉しい。私はずっとバレエをしてきたから、創り出すという部分にあまり触れてこなかったので、大

学を通して学んでいきたい。 
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現代に存在している舞踊は、全て各国様々な特徴や流派によって完成しているものだと思っていた。

しかし、必ずしもそうではないという事を動画から学んだ。 

私は今まで先生に渡された振り付けが正解で、完成形だと思い込んでいた。長い舞踊の歴史の中で、

まだ一瞬しか生きていないのにも関わらず盲信し、挑戦することを避けていたのだ。狭い視野の中で踊

っていた事がとてもよく分かった。 

海外に渡った日本の現代舞踊家の中に岩淵多喜子先生もいるという事から、私のダンス人生にも希望

はあるだろう。常に人任せで、頼りない踊りばかりするダンサーでは所詮お遊び程度になってしまう。

自ら積極的にダンスと向き合い、独自の新しい自分らしさを見つけられたら最高のダンサーと言えよう。 
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動画を観て、まず踊ることの尊さ、素晴らしさを改めて感じることができた。舞踊は個々の価値観、

考えがベースとなり身体で個性を表現する芸術だと私は考えている。創り出す過程、そしてうみだすも

のは他に一つとしてないし、そこに私は無限の可能性を感じる。 

 舞踊は時代の流れとともに変化し、一人一人が個性を生かした舞踊的空間を生かし魅力的な作品を創

り出す。そして、舞踊が発展していくとともに、舞踊はただ踊る、身体を動かす、ということだけでな

く舞台を通して社会に何かを訴える、ことも出来ているように思う。 

 舞踊は老若男女問わず表現することができる。その人の普段の生活や経験から創り出される感性を身

体表現として舞台で披露することが出来るところが万人受けすると考える。 
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戦後の舞踊がどのように創られてきたのかがよく分かりました。ミュージカルやオペラなど他ジャン

ルとの交流を行い、劇的構成を創った作家。身体運動や日常運動取り入れ作品にしたダンサー。美術に

力点をおき感覚的な空間作りを行った舞踊家達などによって現在のダンスがあるのだなと感じました。 

また、現代社会やジェンダーに対する問題を飛びこえて誰もが自由に行えるダンスがつくられてきた

ことは、ダンスの幅が広がり、たくさんの可能性を秘めている素晴らしいことだと改めて感じました。

今では戦後直後よりも新たなダンスが増え、ダンスで伝えられることがたくさんあるのではないかと思

い、今まで作られてきたダンスをもとに、もっともっとダンスに対する意味を広げていきたいなと思い

ました。 
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私は今回、動画を見て少し舞踊へのイメージが変わった。戦前の舞踊は型にはまっているダンスが特

徴的だが戦後からは自由、発想豊かで個性的な演者が増えた。劇的構成作品も現れミュージカルやドラ

マ調の作品も出てきた。これは世の中への心の変化が舞踊にも響いているのかと思う。しっかり揃える

べきところは揃え、ソロやフリー、即興などは自分が思うままに踊っていいのかなと思った。コンテン



ポラリーダンスという「現代にあったダンス」が普及してきた理由もこのことからだと思う。原点はバ

レエダンスにあるがそれを崩していったジャンルのダンスがある。それはバレエを踊っていた演者が思

うままに踊ってできたジャンルかもしれない。これからも型にはまらない、自分が思うままに気持ちを

舞踊で表現していきたいと強く思う。 
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戦前に比べ、戦後の舞踊はより多様なものとなっているのだということを感じました。現代舞踊と言

っても、様々な踊り手や振付家がいて、海外で学んだことを日本に持ち帰り独自のダンスを生み出して

いるのだと思いました。アメリカの個性、ジェンダーレス的考えや、ヨーロッパのドラマチックな世界

観など、色々な価値観に触れることで、日本の現代舞踊がより多様なものとなり、ジャンルを超えた作

品なども生まれていったのだと思います。そして、こういった名の残る作品を創造するにあたって大切

なことは、さまざまな文化や知識、経験を積み、それらをふまえた上で自分が強みとする個性を持つこ

とではないかと考えました。多様な現代舞踊では、何を重視した作品にするかが大切なので、身体運動

的な面、物語や感情的な面など、多角的にダンスを知っていきたいと思いました。 
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私はこの動画を見て、戦後の作品は正直怖いものが多いなと感じました。全体的に明るいカラフルな

作品が少なくて、当時の日本の雰囲気が舞踊の世界にも出ているのかなと思いました。そして、私がこ

の動画の中で一番印象的だったのが、シアターが前面に出すぎると舞踊面での面白みが欠けてしまうと

いう事でした。作品をどんなストーリーにしたいかと考える時いつも演技を踊りにしたらという面から

作る事が多かったので、もっと踊るという事に重点を置いたら舞踊作品としての完成度が高まるのかな

と考えました。また、表現という面で舞踊という面で舞踊と演劇性は切り離す事ができない事と両立す

る事の難しさは現在も変わらない事だなとも思います。私自身の課題として踊りの技術と表現の理想的

なバランスを見つけなければと思いました。 
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日本人ダンサーがアメリカやヨーロッパに行ってキャリアを積んでいるときくと、私たちが今おどっ

ているダンスは輸入されたものなんだなとあらためて思いました。マイノリティーで密室であるほど良

いと言われ、個性的な表現一本で勝負するダンサーが増えたと動画の中で言っていて、確かにユニーク

な作品の方が見ていてひかれるので、自分も何か振付をしたりソロを踊ったりするときは想像力を働か

せるように努力してみようと思いました 今日では、昔よりも増えたのだとは思うけれど、女性ダンサー

と比べて男性ダンサーの比率が少ないということはダンス界の課題なのではないかと思います。女性よ

りも身体能力が高く表現の幅が広いと思うのでもっと増えたらいいなと思います。 
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私は動画を見て、舞踊には様々なカタチがあることを学んだ。また、面白い作品を創作する上で、「ユ

ニーク」「マイノリティ」というワードが関係していると思った。みんなと同じことをしても面白くな

い。いかに他の人と違うことをするか、新しい考え方を持つかということが面白い作品につながると思



う。日常生活においても同じだと考える。1日24時間は平等であるが、その時間の中で何をするかによっ

て充実度は変わってくる。様々なことに挑戦し、色々な角度から物事を見て、頭の中で想像してそれを

身体で表現したい。人は少数派に分類されると自信をなくしてしまう傾向があるがそれを恐れず、自分

の世界を創り出していきたいと、動画を見て強く思った。時代とともに舞踊のカタチは変化してきたが、

今回の動画で歴史を振り返ることができ、とても良い経験になった。 
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動画を見てダンスのさまざまな部分の知識を得るために、海外でのキャリアを積んでいる人が多いこ

とが分かり、戦後にも関わらず海外で学ぼうという行動力に驚いた。また、学んだことを活かしつつ自

分の個性を表現している舞踊家達たちの作品を見て、とても抽象的でいろんな作品があると感じた。戦

後のダンスは今よりも表現に限りがあると思っていたが、一人で踊る作品や男性が踊る作品、また構成

や振りをドラマのように作る作家もいて、私が思っていたよりも自由に自分の色を出しているユニーク

な踊りが多いことを動画を見て知ることができた。さまざまな大作があり、昔の日本のアーティストた

ちが戦後のダンス界を作っていったと考えると、ダンスの可能性は広く、知れば知るほど面白いと思っ

た。 

 

 


